


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































村名 村　高 中山勝全知行高 村　　　況
中一色村 1515石1斗5升2合 44石5斗
（前略）竹木少ク村立アシク小百姓ハカリ也、一体百石
ニ四町六反九畝余ニ当リ地ツマリノ所ナリ、水落アシ
キ所ニテ一日雨フレハ上村ノ悪水三日モ四日モ溜リ、
スヘテ沼田ハカリナリ（以下略）
今宿村 1335石8斗5升2合 41石1斗1斗9升2合
（前略）村立大体ヨクシテ高ニ準シテハ戸口多ク田力足
レリ（後略）
大屋敷村 846石4斗7升5合 26石5斗5升2合
（前略）此村高ニ準シテハ戸口少ク、他村ヨリ九十人ホ
ト承佃スト也、田畑多クハ御供所村富人伴左衛門ヒカ
ヘ居ル由、サレハ村中ニ於テハ不足ナルカ故ニ、漸々
匱乏ニオヨブトナリ
妙興寺村 1526石1斗5升7合 48石8斗9升
（前略）持高ハ平準ノ所ニテ小百姓ハカリ也、村立大体
ヨクシテ竹木茂レリ（後略）
熊ノ庄村 1399石7斗9升2合 12石8斗5合
此村ハ、一村立ノ所ニテ小百姓ハカリ也、一体佃力不
足ニシテ貧村ナリ（後略）
名古屋市教育委員会編『尾張徇行記』二・三・四（名古屋市教育委員会、1966・1968年）より作成
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弟からの謝礼については、史料がなく具体的
にどの程度の収入となったかは不明である
が、嘉永６（1853）年時における一全流を学
ぶ尾張藩士は173人、この他に同流を学ぶ陪
臣や他藩の者がいることを踏まえれば、相当
の収入が中山家へもたらされていたと考えら
れる。また、勝全は普請役金も半分免除され
る特典に浴している。なお、残り半分の普請
役金は、８条に「雑用銀より御役金ハ出候」
とあるように、雑用銀から支払っていた。
　以上のような形で、勝全の時代は家計を維
持している。しかし、子供たちが幼少の段階
で勝全が死去してしまうと、家芸に精通して
いないため雑用銀は召し上げ、普請役金半分
免除の特典も失われることになる。さらに、
門弟へ教授できないため、謝礼も期待できな
い。当然、中山家の家計は苦しくなる。この
ように、勝全が死去すれば、それまでの中山
家の財政構造は瓦解してしまう。それ故に、
勝全は先に述べたように妻子へ厳しく倹約す
るように指示しているのである。６条で身分
不相応でも生活が成りたつ相手であれば娘を
嫁にやるようにと言っているのも、かかる財
政状況を踏まえての発言である。
　したがって、勝全死後における財政構造を
作り上げることは、中山家が家を維持するに
あたり重要な事項であり、勝全が抱えた大き
な問題であった。そして、この問題を打破す
る手段を、勝全は家芸三流を息子たちへ継が
せ、師範につけることに見いだしている。そ
の一つが雑用銀の獲得である。勝全は、息子
たちに家芸三流を継承させて師範につけ、27
条でみたように２代にわたり貰ってきた由緒
を根拠に、門弟の中で重臣の位置にある者の
力を借りて雑用銀を獲得することを狙ってい
る。また、長沼流の返伝授を息子らへうけさ
せることも、財政問題解決の一環であったろ
うと考えられる。前述したように、勝全は
11条で、息子たちへ長沼流を返伝授させる
理由につき、亡父の追善になるとすると共
に、長沼流が流行しているからと言及してい
る。この頃、藩の軍制改革へも影響を与えた
長沼流は隆盛しており、門弟からかなりの収
入が期待できた。また、前章で指摘したよう
に勝全が継承した一全流・短最流の門弟と比
較して、長沼流の門弟には重臣層が多く含ま
れている。雑用銀を獲得するために、かかる
人脈を得る目的もあったのであろう。
（　） 幕末尾張藩士中山家における家芸たる武術の位置付け
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　勝全は利益にならないのであれば、稽古場
を閉めることも否定していない。実際、前章
で述べたように勝全は、門弟が集まらず利益
にならなかった短最流の稽古場を一時期閉め
ていたことさえある。また、一全流に関して
も15条で取り回しが難しければ子供たちが
成人するまで道具の手入れのみしておくだけ
で良いと言っており、その間道場を閉めても
良いと示唆している。勝全にとって家芸三流
の位置付けは、中山家の財政状況を潤す手段
であることが一番であり、その技術を広く伝
授しなければならないといった使命感のよう
なものは希薄であったと言える。このような
考え方は、家芸の存在が家の存続に直結する
学者や藩医などとは意識面において大きな違
いがあると言える。
　もっとも、家芸をもって財政問題を解決し
ようとするこの手段は、息子たちが家芸に習
熟しなければならない。そこで、勝全は息子
たちへ修行に励むよう申し付けると共に、高
弟衆や師匠筋の大井家、弟の清雄らへ面倒を
見て貰う必要性を訴えている。他人に犠牲を
強いながらも、財政問題解決のために息子ら
へ家芸を継がせようとする勝全の姿は、ある
意味自己中心的と言える。しかし、裏返せ
ば、それだけ勝全が妻子の行く末に大きな懸
念を示していたことの証左であろう。
おわりに
　本稿では、一般の士分でありながら武術を
家芸とした家において、家芸の位置付けが如
何なるものであったのかを、その一例として
尾張藩で一全流披甲鎧勝・短最流砲術・長沼
流軍学を教授していた中山勝全が妻子に残し
た遺言書から分析した。
　勝全にとり、自分の死後において、妻子た
ちが経済的に困窮しないかが懸念事項であっ
た。そこで、彼は、息子たちへ家芸を継がせ
ることでこの問題を打破せんと考えた。具体
的には、息子たちを師範につけて藩から雑用
銀を獲得すること、また弟清雄へ預けていた
長沼流を現在流行しており門弟からの利益が
望めるとの理由から返伝授して貰うことを遺
言状で指示している。なお、勝全は利益にな
らないのであれば、一時稽古場を閉めること
も否定していない。彼が一番家芸三流に求め
ていたのは、家の財政問題を解決するための
手段として機能することであった。
　ところで、今回、中山勝全の武術への意識
を考えたが、あくまで中山家という家の存続
の中において、どのように家芸たる武術を位
置付けていたのかという点に限定してしか考
察できなかった。結果、彼が、家芸の武術を
純粋な戦闘技術としてどのように見ていたの
か、すなわち戦闘において十分有効な技術と
見なしていたのか、それとも時代遅れの技術
と認識していたのかという点については踏み
込めなかった。
　また、 勝全が生きた時代は、幕府や多くの
藩が西洋流砲術を受け入れ、西洋式に軍制を
改めてゆく時代である。しかし、尾張藩では
14代藩主徳川義勝を支えた国学者や和流武
術の師家たち、彼らから教えをうけた番方の
中級以下の家臣たちからなる保守・攘夷勢力
派の金鉄党の反対により、西洋流軍制への切
り替えがうまく進まなかったとされる（37）。
　この金鉄党に、勝全自身が加わっていたか
は不明である。しかし、弟清雄・吉勝・杉崎
清左衛門、甥の清朗・重範・岩松左衛門や、
一全流門弟の箕形八三郎・三浦六左衛門など
は、金鉄党が天保10（1839）年に田安家の
斉荘が12代藩主になることに異を唱え高須
藩の松平秀之助（義勝）を迎えるべきと運動
した際や、文久２（1862）年に14代義勝の
藩政復帰・15代茂徳の退任、西洋流砲術廃
止を訴えた運動に参加しており、金鉄党に属
していたことが確認できる。このような人間
関係において、勝全が金鉄党の反対派に属し
ていたとは考えにくく、彼自身金鉄党ないし
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そのシンパであった可能性は高い。そうであ
れば、彼の武術への思考が尾張藩へ何らかの
影響を与えた可能性も否めない。これらの点
については、今後の課題としたい。
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